
（別紙３）

～ R7年　11月　10日

（対象者数） 34 （回答者数） 24

～ R7年　11月　10日

（対象者数） 10 （回答者数） 10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2ヵ月に1回の職員研修や日々の研修で職員全体のスキルアッ
プを図る。

2

定期的に学校や家での様子をお聞きし、子どもの状態や課題
を把握します。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

定期的に清掃する機会を設ける。職員全体で片付けに対する
意識改革を図る。

2

3

利用児に合わせた専門的な支援を行っている。 PT・OT・ST・CPなどの専門的な資格を有する職員が評価・
支援を行っている。

気軽に相談できる関係を築けている。 普段からお子さんの様子や出来るようになったことを意識的に
伝えるようにしています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

建物が狭く感じる。 午前の児童発達と共有の物が多く、整理が追い付かない時があ
る。

R7年　10月　27日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R7年　12月　12日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こども発達支援所はる（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間 R7年　10月　27日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


